
円
で
す
。
月
に
１
、２
回
の
出
席
で
年
間
約

３
０
０
万
円
の
報
酬
を
手
に
す
る
教
育
委

員
の
報
酬
を
日
額
制
に
変
え
る
だ
け
で
も

十
分
に
支
出
で
き
る
金
額
で
す
。

　認
証
保
育
所
へ
入
っ
た
家
庭

へ
、
認
可
保
育
所
と
の
料
金
格

差
を
埋
め
る
助
成
を
拡
充
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
中

央
区
は
５
万
円
、
品
川
区
で
は

６
万
６
０
０
０
円
を
上
限
に
し

て
助
成
、荒
川
区
は
４
月
か
ら
差
額
を
全
額
補

助
ス
タ
ー
ト
で
す
。一
方
、文
京
区
は
、認
証
保

育
所
へ
通
う
家
庭
へ
の
補
助
金
２
万
円
の
み
。

補
助
金
を
差
し
引
い
て
も
認
証
保
育
所
の
保

護
者
負
担
は
大
き
く
、こ
れ
で
は
子
育
て
支
援

を
重
点
施
策
と
す
る
裏
付
け
は
見
え
ま
せ
ん
。

　介
護
保
険
で
は
同
居
家
族
が
い
る
場
合
な
ど

訪
問
介
護
の
家
事
援
助
な
ど
が
基
本
的
に
は
利

用
し
づ
ら
い
こ
と
か
ら
、同
居
家
族
が
い
る
場
合

や
高
齢
者
世
帯
へ
の
生
活
支
援
を
区
独
自
に
行

う
制
度
が
必
要
で
す
。
が
こ
ち
ら
も
手
つ
か
ず

の
ま
ま
。「
積
極
的
に
高
齢
者
の
施
策
を
推
進
」

す
る
に
は
当
然
、実
施
さ
れ
る
べ
き
施
策
で
す
。

　知
的
な
障
害
は
な
い
け
れ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
相
手
の
気
持
ち
を
想
像
す

る
こ
と
等
が
苦
手
な
発
達
障
害
者
へ
の
支
援

が
ま
っ
た
く
構
築
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
就
労
や
引
き
こ
も
り
の

課
題
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
と

指
摘
も
あ
る
発
達
障
害
者
へ
の

支
援
は
急
務
で
す
。

利用料・使用料の見直しの試算が示されました

　今
年
度
の
予
算
が
成
立
。
施
設
の
安
全
対

策
、
食
料
備
蓄
、
避
難
所
を
生
活
空
間
と
し

て
向
上
な
ど
防
災
面
を
強
化
。
ま
た
、
高
齢

者
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
、
障

害
者
と
家
族
の
相
談
が
24
時
間
始
ま
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
区
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
に

は
不
可
欠
な
施
策
は
足
り
ま
せ
ん
。

行
政
を
監
視
す
る
役
割
を
担
う
議
会

と
し
て
市
民
の
広
場
は
修
正
案
を
出

し
ま
し
た
。
が
、賛
成
多
数
で
修
正
さ

れ
る
こ
と
な
く
可
決
。
こ
れ
で
は
区

政
運
営
を
監
視
す
る
機
能
を
果
た
し

て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
…

　柔
道
の
事
故
率
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
比

べ
て
も
高
い
と
言
わ
れ
、
体
育
教
師
以
外
に

柔
道
を
専
門
に
教
え
る
指
導
者
を
加
え
る

要
望
が
保
護
者
等
か
ら
根
強
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
区
は
「
十
二
分
な
研
修
を
行
い
指

導
さ
せ
る
」
と
、
講
道
館
や
警
察
へ
の
協
力

も
依
頼
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
柔
道
の
授

業
に
講
師
を
依
頼
し
た
場
合
を
区
の
非
常

勤
講
師
の
時
間
給
２
９
０
０
円
を
参
考
に

試
算
す
る
と
、
男
女
す
べ
て
の
授
業
に
加
配

し
て
も
２
０
０
万
円
程
度
の
支
出
。
講
師

の
時
間
単
価
を
３
倍
に
し
て
も
６
０
０
万

図A

予算編成過程の区民参画について
予算編成過程にパブリック・コメントなど区民参加の機会が

ないため、予算が真に住民ニーズに応えているが不明。少なくとも重点施策
や新規事業はパブリック・コメントを求めるべきと考えますが、見解を伺う。

各部において様々な区民意見や要望を踏まえた上で、課題の的確
な把握と企画立案を行い、区全体における優先度、緊急度等を勘案し、予算
化を図っているところであり、パブリック・コメントの実施は考えていない。

自 治 基 本 条 例には「 区 民 等は、区の重 要な政 策 及び
計 画の策 定に関して、意 見を表 明することができる」

と明 記されている。予 算 案の策 定という重 要なことに、パブリック
コメントを実 施しないとの判 断は、条 例を軽んじる区の姿 勢そのも
のの表れだと思う。

子
育
て
と
仕
事
の
両
立

中
学
・
体
育
授
業
で
武
道
が
必
修
化

介
護

発
達
障
害
の
あ
る
方
へ
の
支
援

代 表 質 問に田 中 和 子 議 員がたちました

より開かれた区議会をめざし議会改革が
進められます。自治基本条例には「区議会
の責務」が明記されており、改革に反映す
る必要があります。

情報の共有と説明責任
第22条　区議会は、積極的に情報を提供する
ことにより、区民との情報の共有を図るととも
に、区民への説明責任を果たす。

区民参加と活性化
第23条　区議会は、区民との直接対話の場を
設けるなど、区議会への区民参加を推進し、区
議会の活性化を図り、開かれた区議会を目指す。

「開かれた区議会」だと区民が実感でき
ることが肝心。しかし、区民から委員会
をインターネットで見たい、との要望が
出されても、議会事務局が「他の自治体
の議会の動向を踏まえながら」と回答
する現状です。これでは、区民の要望よ
り「横並び」が大事で、積極的に情報提
供する決意のない議会の印象を与えて
しまいます。区議会が変われば、区民の
ニーズと区政のズレは相当に修正でき
ます。議会改革を注視してください。そ
の目が議会改革を区民目線で推進する
力になります。

参考：定額5,000円の費用弁償を廃止す
る改正条例を可決（台東区ＨＰより）　
台東区議会では、かねてより本会議や委員会
に出席した場合、議員に費用弁償として支給
される定額5,000円の日額旅費の必要性につ
いて、議会改革推進協議会等で検討を重ねて
きたが、この度、廃止をすることを決定。　

参考：文京区議会　費用弁償　4000円

身は切らない？

海津敦子
の考え

「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の

人
々
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
を

創
造
し
て
い
く
」
区
長
の
所
信
表
明

で
の
言
葉
で
す
。
で
は
、
そ
れ
を
裏
付

け
る
具
体
的
な
こ
と
は
あ
る
の
か
？ 

そ
こ
が
実
に
重
要
で
す
。
魅
力
あ
る

地
域
を
実
感
で
き
て
い
ま
す
か
。

予
算
案
を
素
通
し

行
政
の
監
視
不
十
分

区民の真
のニーズ
に応える
現実的な
区政を！

なぜ？実施され
ないパブリッ
ク・コメント

どっちが

ホント ?!
自治制度・行財政システム調査特別委員会　３月 22 日

田中和子
の質問

区長

　３月、区は「行財政改革推進計画」を策定。その中で、区は「厳しい財 政 状 況」と説明し、区 民 会 議 室や
育 成 室、使 用 料、手 数 料 等を見 直すことを明らかにしています。（図A）
　一方、　「健 全な財 政 状 況」だからと、区 長や教 育 長、区 議 会 議 員 等の報 酬は、引き下げなくても良いと
いう判 断をしています。　文京区の財政状況について、自分たちに都合よく説明をする区の姿勢は、区民
を愚弄しているように映ります。
　では、真実はどちらか。厳しい財政状況なのか？健全な財政状況か？
　文 京 区の財 政 状 況は健 全です。５８７億円の基金 (貯金 )もあります。ちなみに、委員会で、行財政改革
推進計画案を審議した際、「区の財政状況を正しく区民へ伝えるべき」だと修正案を述べました。が、まっ
たく修正は加えられませんでした。何のための審議なのかも疑問が生じます。

　会議室の利用料等の見直しを図るならば、同時に区役所内で支出を見直すべきです。例えば、教育委
員は月１、２度の出席で23～29万円の報酬。教育委員４人だけでも年間1200万円を支出。区民感覚
とかけ離れた報酬のあり方を見直さない区の姿勢は説得力に欠けます。身を切ってこそ、区民の理解が
得られます。

財政状況 厳しい？  健全？

行財政改革推進計画「素案」に寄せられた意見及び区の考え方より
意　　見	：	選挙管理委員、教育委員、監査委員等の報酬を月額から日額へ変更。会議に欠席しても満額	
	 	 もらえるのはおかしい。
区の考え	：	教育委員等の行政委員の報酬については、専門性や職責、他区の状況を考慮し、月額の報酬を	
	 	 定めている。

「
区
民
目
線
の
区
政
運
営
」

　裏
付
け
る
も
の
は
あ
る
か
？



　

ど
こ
ま
で
区
政
に
反
映
し
て
い
る
か

「
文
の
京
」自
治
基
本
条
例
は
、「
み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
」文
京
区
を
つ
く
る
た
め

の
基
本
的
な
考
え
、
基
本
的
な
区
役
所
の
仕
事
の
仕
方
、
議
員
、
区
民
の
役
割
な
ど

が
記
さ
れ
、
区
民
も
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
や
区
の
説
明
責
任
な
ど
基
本

的
な
ル
ー
ル
を
明
記
し
た
も
の
で
す
。
自
治
体
の
憲
法
と
も
呼
ば
れ
る
重
要
な
条

例
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
区
は
仕
事
を
し
て
い
か

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
、
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
予
算
委
員
会
か
ら
報
告
し
ま
す
。

図B

第26条 執行機関は、区民ニーズの
把握に努め、補助機関の各部署の情
報共有と連携・協力により、適正かつ
迅速に公共的サービスを提供する。

第28条 執行機関は、協働・協治の
視点に立って、政策の立案、実施及
び評価の各段階において、区民等の
参画を図り、開かれた区政を目指す。

第29条 区長は、効率的・効果的な
行財政運営を行わなければならない。

第31条 区は、区民等の行政情報を
知る権利を保障するとともに、区政
に関する情報を積極的に公開する。

第32条 区は、政策の立案から実施及
び評価に至るまでの過程において、区
政について、区民等にわかりやすく説
明する責任を果たさなければならない。

第37条 区は、区政の基本的な指
針、政策及び計画について、その内
容を明確にし、区民等にわかりや
すく周知しなければならない。

議事要旨の内容は非常に簡潔…。
会議の形骸化を感じます

教育センターが湯島に移転した跡地
に特別養護老人ホームを建設予定。
また、小石川５丁目にある国有地を
取得し高齢者の短期入所生活介護を
中心とする施設を整備予定

区政のこれから

区立中学校の適正な学校数が検討されて
きたが、子どもの数が増加傾向にあるこ
とから、統合を行わず区立中学 10 校を維
持することに決定

・平成 25 年１月　礫川及び大塚地域活動	
	 センターの建て替えと、福祉センター、	
	 アカデミー向丘、大原地域活動センター	
	 等の跡地利用について今後の方針が決定	
	 し工程表を作成予定
・平成 25 年４月　小学校特別支援学級を	
	 汐見小学校、駒本小学校に新設

http://blogs.yahoo.co.jp/bunkyokugi

毎日新聞に「出生前診断	実態を調査」という記事が掲載されていました。要旨は以下になります。
	 	妊婦の血液検査から胎児の選曲帯以上を調べる検査が海外で普及している。流産の危険が
なく、ほぼ100％の確率でダウン症などの染色体異常を把握でき、複数の会社が海外でサー
ビスを提供している。普及次第では「生命の選別など生命倫理上の問題をもたらす」として、
日本産科婦人科学会が、利用状況、中絶にいたった例の有無などを調べる計画をしている。

こうした記事を読むと自問自答します。私なら出生前診断を受けるか受けないか？　
みなさんなら、どうしますか？
　私には障害のある子がいます。障害がある子を育てるからこその面白さ、楽しさ、そして、豊
かさを実感しています。でも一方では、障害があるということで、子育てサービス、学校、地域
の子どもたちの中から除外するといった理不尽なことがまだまだ多く、疲弊するのも事実で
す。障害のある子を育てる大変さは、その子が持って生まれた障害にあるのではなく、社会の
制度や人の意識から生じることを痛感します。議員となり、偏見や偏った価値観で「障害のあ
る子」を「子ども」から外していく職員の対応や施策の在り方で、深く傷つけられていく障害
児家庭をこれまで以上に知りました。
区民から「今の組織では障害がある子に関しては、就学相談や育成室、移動支援などの担当
部署が別々にあり、しかもその責任範囲が明確でないため相談がたらいまわしにされること
が多く、大変な心労を味わう保護者が多くいることを忘れないでください。区のすべての子育
て支援という観念に立ち、担当部署は当然同じにすべきです」といった切実な声がいくつも
あがっています。ですが…区は次のような回答です。
	 	子どもの「育ち」・「学び」を、継続性を持って一体的に支援する組織の再編について、今後
検討を進めるが、執務スペースや事務効率等様々な観点から考慮した結果、組織が分かれ
てしまう場合もある。

障害のある子どもとして、子どもの部門で考えていく重要性よりも、執務スペースがあるかど
うかを大切にして、スペースがなければ、障害のある子は別部門にする…と説明しているよう
な文章です。障害の有無で子どもを分ける現実があるだけに、お腹の子に障害があるとわかれ
ば、産むという選択をするか、産まないか、相当に悩むと思います。障害のある子が生まれるこ
とがわかれば、通常の子育てよりも孤独と不安を抱き合わせた子育てをしていく覚悟がある
かどうか、自分に問うことでしょう。
方や、障害がある子が授かったことで、今までとは違う視点で物事を見つめ価値観を広げる面白味
があり、出逢いも広がり、自分の人生がより豊かになることも感じてきています。なので、わが子が
生まれた後に、障害があることがわかれば、障害のある子と共に暮らす楽しさ、豊かさに目を向けて
いくことができます。それだけに、私は出生前診断は受けない…という選択をすると思うのです。
ちなみに、出生前診断が悪いものではありません。出生前診断を受けることで、子どもが生ま
れてからすぐに治療を受けるといったことにつながることも少なからずあります。大切なこ
とは、生まれてくる子に障害があることがわかっても、先々の子育てに、子どもの将来に、不
安を抱くことのない社会制度を構築することです。障害があっても子どもは子どもとして育
て、子育てを支援するシステムが重要です。そうした社会は、きっと、誰にとっても生きやす
い社会に繋がっていくと思います。
誰もが生まれてきたことに幸せを感じ、どんな状況でも、親子として、きょうだいとして、友と
して、仲間として…出会えた縁

えにし

に幸せを見いだせる街、文京区を目指します。

管
理
さ
れ
な
い
終
の
棲
家
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」

明
ら
か
な
ミ
ス
の
再
発
防
止
を

か
ば
い
合
う
姿
に
、
不
信
は
増
幅

見
え
る
化
へ
の
道
は
険
し
い

「文の京」自治基本条例

　

・
ビ
ー
ル
等
の
販
売
機
が
あ
り
、
お
酒
も
自
由
に
飲

め
る　

・
煙
草
を
吸
い
た
い
人
は
い
つ
で
も
吸
え
る

・
朝
は
起
こ
さ
れ
る
こ
と
な
く
何
時
に
起
き
て
も
良
し
。

寝
る
の
も
自
由
、夜
更
か
し
も
も
ち
ろ
ん
Ｏ
Ｋ
！

・
朝
食
、
昼
食
、
夕
食
い
ず
れ
も
、
食
べ
た
い
と
き
に
食
事

を
と
る
こ
と
が
で
き
る　
・
出
前
も
い
つ
で
も
た
の
め
る

・
家
族
や
友
人
が
訪
ね
て
く
る
の
も
い
つ
で
も
大
丈
夫

 

み
な
さ
ん
、こ
う
し
た
こ
と
を
読
ま
れ
、ど
ん
な
こ
と
を
想

像
し
ま
す
か
。
実
は
、東
京
都
北
区
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
清
水
坂
あ
じ
さ
い
荘
」
で
の
生
活
で
す
。
生
活
の
場
に

管
理
は
不
要
と
い
う
理
念
の
下
、「
い
ま
の
あ
な
た
の
ま
ま

で
い
い
」と
受
け
入
れ
、介
護
を
実
践
す
る
施
設
な
の
で
す
。

　

４
月
末
、市
民
の
広
場
の
メ
ン
バ
ー
で
、清
水
坂
あ
じ
さ

い
荘
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
玄
関
に
は
、「
身
体
拘
束

は
し
な
い
」「
個
人
の
生
活
習
慣
の
尊
重
」等
の
介
護
方
針

が
大
き
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
入
所
者
を
一
切
、
管
理
し

な
い
。
自
宅
で
生
活
し
て
い
た
ま
ま
に
、
お
酒
や
た
ば
こ

の
習
慣
が
あ
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
に
続
け
ら
れ
、
食
事
も
い

つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
…
そ
う
し
た
様
々
な
こ

と
を
き
め
細
か
な
配
慮
で
可
能
に
し
て
い
る
老
人
ホ
ー
ム

で
す
。
言
わ
れ
れ
ば
も
っ
と
も
な
の
で
す
が
、
基
本
、
老
人

ホ
ー
ム
は
終
の
棲
家
。
自
宅
で
は
管
理
な
ど
さ
れ
な
い
。

自
分
の
好
き
な
よ
う
に
生
活
が
で
き
る
の
が
自
宅
で
す
。

　

あ
じ
さ
い
荘
で
の
食
事
は
、
朝
食
で
あ
れ
ば
８
時
～
10

時
、
昼
食
は
12
時
～
14
時
、
夕
食
は
18
時
～
20
時
の
広
い

時
間
を
設
定
し
て
、
そ
れ
以
外
の
時
間
で
食
べ
た
い
方
が

い
る
と
き
に
は
、個
々
に
あ
わ
せ
て
対
応
し
、
自
分
の
そ
の

日
の
気
分
で
食
事
の
時
間
も
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、ベ
ッ
ト
か
ら
落
ち
な
い
よ
う
に
、

暴
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
理
由
で
、
身
体
拘
束
を
す
る
こ

と
を
「
し
ょ
う
が
な
い
」
と
説
明
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

が
、
あ
じ
さ
い
荘
で
は
、
ベ
ッ
ト
の
高
さ
を
工
夫
し
た
り
、

本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
等
で
一
切
の
身
体
抑
制
を

し
て
い
ま
せ
ん
。
介
護
の
基
本
は
明
確
で
、「
自
分
が
や

ら
れ
た
ら
嫌
な
こ
と
は
し
な
い
」。
だ
か
ら
こ
そ
、
身
体
拘

束
な
ど
を
し
な
く
て
も
安
全
を
守
れ
よ
う
に
徹
底
し
て
ス

タ
ッ
フ
で
、知
恵
を
出
し
合
い
工
夫
を
す
る
そ
う
で
す
。

　

身
体
拘
束
な
ど
を
し
な
く
て
も
安
全
を
確
保
し
て
い
く

シ
ス
テ
ム
の
ひ
と
つ
に
、
些
細
な
事
故
も
す
べ
て
報
告
し

あ
い
、
報
告
後
に
は
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
迅
速
に
工

夫
を
し
て
い
く
そ
う
で
す
。
隠
さ
ず
に
い
る
こ
と
が
大
き

な
事
故
を
防
ぎ
、
入
所
者
の
方
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
日
常
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
ね
。
身
体

拘
束
な
ど
を
し
な
い
た
め
に
常
に
知
恵
を
出
し
合
う
日
常

に
、介
護
の
専
門
性
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

 

個
々
の
心
地
よ
さ
が
最
優
先

　

あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
、「
限
ら
れ
た
職
員
体

制
で
す
か
ら
管
理
は
あ
る
程
度
し
か
た
の
な
い
こ
と
で

す
」「
お
酒
は
行
事
の
時
、
お
正
月
な
ど
の
お
屠
蘇
程
度

で
す
」
と
施
設
長
か
ら
聴
い
た
と
き
に
は
、
職
員
が
働
き

や
す
い
よ
う
に
管
理
さ
れ
た
中
で
人
生
最
後
の
時
を
過

ご
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
…
と
気
が
め
い
り
ま
し

た
。
あ
じ
さ
い
荘
は
、
入
所
さ
れ
て
い
る
方
の
要
介
護
度

の
平
均
は
４
，
３
で
、
都
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

入
所
す
る
方
の
平
均
要
介
護
度
は
３
，
８
８
で
す
か
ら
、

け
し
て
軽
い
方
た
ち
だ
か
ら
で
き
て
い
る
介
護
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
介
護
を
よ
り
多
く
必
要
と
す
る
方
々

で
す
。（
介
護
度
は
１
～
５
で
、一
番
重
い
の
が
５
で
す
）。

で
も
、身
体
拘
束
も
な
く
、管
理
は
し
な
く
て
も
成
り
立
っ

て
い
る
の
で
す
。こ
の
違
い
は
何
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　

別
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
行
っ
た
折
に
は
、
物
置

化
し
て
い
る
食
堂
、廊
下
に
も
物
が
あ
ふ
れ
、入
所
さ
れ
て

い
る
方
た
ち
の
表
情
に
活
気
は
な
く
、
絶
対
に
親
を
入
所

さ
せ
た
く
な
い
施
設
…
と
の
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。

　

で
も
、
こ
の
あ
じ
さ
い
荘
へ
入
所
さ
れ
て
い
る
方
た

ち
の
表
情
は
豊
か
で
、
生
き
生
き
と
さ
れ
、
介
護
度
の

重
さ
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
管
理
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
ま
さ
に
、「
い
ま
の
ま
ま
の
あ
な
た
で
い
い
」
と
認

め
ら
れ
、
お
一
人
お
一
人
が
過
ご
し
た
い
一
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
介
護
が
な
さ
れ
て
い
る
結
果
な
の
で
し
ょ

う
。
親
も
こ
こ
な
ら
…
と
思
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、い
つ
か
、私
自
身
あ
じ
さ
い
荘
に
お
世
話
に
な
り
た

い
！ 

と
思
っ
た
ほ
ど
で
す
。

い
ま
の
あ
な
た
の
ま
ま
で
い
い
…

　

文
京
区
で
も
た
だ
老
人
施
設
を
作
れ
ば
い
い
の
で
は

な
く
、
あ
じ
さ
い
荘
の
よ
う
な
介
護
方
針
を
実
践
す
る

施
設
を
作
り
、
人
生
の
最
後
の
と
き
ま
で
管
理
さ
れ
る

こ
と
な
く
、「
い
ま
の
ま
ま
の
あ
な
た
で
い
い
」
と
向
き

合
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
る
幸
せ
に
包
ま

れ
、
生
ま
れ
て
き
た
喜
び
を
よ
り
感
じ
ら
れ
る
場
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
施
設
が
あ
る
こ

と
は
、
自
宅
以
外
で
の
介
護
を
必
要
と
な
る
と
き
に
も

明
る
い
希
望
を
持
ち
、
年
を
重
ね
る
時
間
を
さ
ら
に
楽

し
め
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
夢
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
区
は
、
一
切
の
身
体
拘
束
が
な
く
、
個

人
の
生
活
習
慣
が
尊
重
さ
れ
る
施
設
の
要
望
は
な
く
、

今
で
も
十
二
分
だ
と
考
え
て
い
る
だ
け
で
す
。
区
民
の

皆
さ
ん
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
必
ず
実
現
し
ま
す
。
あ
じ

さ
い
荘
に
は
実
践
し
て
き
て
い
る
知
恵
が
す
で
に
あ
る

の
で
す
。
文
京
区
に
も
管
理
さ
れ
な
い
、
自
宅
の
よ
う

な
老
人
施
設
を
、是
非
作
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

 

事
例
１　

教
育
セ
ン
タ
ー
、療
育
、中
高
校

生
の
居
場
所
、
不
登
校
の
子
の
居
場
所
を

統
合
し
た
施
設
の
基
本
設
計
案
に
つ
い
て

　限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
区
民
の
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
し
、
時
代
の
流
れ
に
対
応
で

き
る
施
設
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か

し
、
十
分
に
利
用
者
か
ら
要
望
を
聴
き
と
ら

ず
、
し
か
も
、
提
出
し
て
い
た
要
望
も
引
き

継
が
れ
ず
に
基
本
設
計
案
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
明
ら
か
に
ミ
ス
で
す
。
自
治
基
本

条
例
で
約
束
す
る
区
民
の
参
画
も
、
区
民

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
設
計
に
も
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
お

か
つ
、児
童
福
祉
法
の
改
正
で
個
々
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
ら
れ
る
施
設
を
求
め
ら
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
対
応
で
き
る
設
計

案
に
も
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ミ
ス
が
重
な
り

ま
す
。
多
額
の
経
費
を
要
す
る
施
設
を
設
計

す
る
に
当
た
り
、
区
民
の
ニ
ー
ズ
も
国
の
情

報
も
把
握
で
き
て
な
い
お
粗
末
さ
は
、「
効

率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
」
と
大
き
く

隔
っ
て
い
る
と
指
摘
が
で
き
ま
す
。

 

事
例
２　

庁
議

　庁
議
は
、「
行
財
政
の
最
高
方
針
、
重
要
施

策
等
を
審
議
」
等
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
区

長
、部
長
以
上
の
管
理
職
、特
別
職
で
構
成
さ

れ
る
、民
間
で
言
え
ば
役
員
会
に
相
当
す
る
会

議
で
す
。
し
か
し
、
議
事
要
旨
は
図
B
。
自
治

基
本
条
例
を
ま
っ
た
く
順
守
し
て
い
ま
せ
ん
。

条
例
の
重
み
を
理
解
し
て
い
れ
ば
こ
の
よ
う
な

議
事
要
旨
に
な
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。報
告

が
主
の
形
骸
化
し
た
会
議
な
の
で
表
に
は
出

な
い
よ
う
工
夫
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　議
員
と
な
り
審
議
の
た
め
に
様
々
調
べ

て
も
、
政
策
立
案
か
ら
実
施
ま
で
の
過
程
の

議
事
録
、
メ
モ
さ
え
も
取
っ
て
い
な
い
課
が

少
な
か
ら
ず
あ
り
、
文
京
区
で
は
自
治
基
本

条
例
は
お
飾
り
で
あ
る
と
指
摘
せ
ざ
る
を

得
な
い
実
態
で
す
。

 

提 

案　

政
策
の
評
価
や
職
員
評
価
の
基

準
に
、
自
治
基
本
条
例
を
順
守
し
て
仕

事
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
加
え
、
区
民

ニ
ー
ズ
把
握
手
法
、
議
事
録
、
情
報
公
開

度
に
つ
い
て
評
価
す
べ
き
で
す
。


